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実りの秋へ期待を込めて

てえ迎を期毎失調、自辰

い
よ
い
よ
田
植
え
の
季
節
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
準
備
は

一一j
三
か
月
前
、
所
に
よ
っ
て
は
そ

れ
以
前
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

種
も
み
の
選
別
か
ら
始
ま
り
、
苗

づ
く
り
、
田
お
こ
し
と
続
き
、
さ
ら

に
休
む
暇
も
な
く
田
植
え
、
消
毒
、

草
取
り
と
い
っ
た
作
業
が
待
っ
て
い

ま
す
。
毎
日
の
水
の
管
理
も
大
切
で

す。
最
近
で
は
、
機
械
化
が
進
み
労
力

は
軽
減
さ
れ
て
き
た
も
の
の
、
従
事

者
の
高
齢
化
、
後
継
者
不
足
と
い
っ

た
重
要
な
課
題
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
さ
い
頃
よ
く
、
八
十
八
の
手
間

隙
か
け
て
作
ら
れ
た
お
米
を
粗
末
に

す
る
な
、
と
聞
か
さ
れ
た
こ
と
の
あ

る
方
も
多
い
こ
と
で
し
ょ
う
。
こ
の

時
期
、
お
米
に
つ
い
て
の
認
識
を
新

た
に
さ
せ
ら
れ
る
気
が
し
ま
す
。
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環境保護一一一一

最
近
、
私
達
の
同
り
で
、
環
境
問
題

が
話
題
に
な
る
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し

た
。
「
地
球
に
優
し
く
」
を
ふ
円
言
葉
に
、

み
ん
な
で
環
境
を
守
ろ
う
と
す
る
動
き

が
盛
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
で
も
、
環

境
を
考
え
た
生
活
は
必
要
だ
け
れ
ど
実

行
す
る
の
は
難
し
い
、
強
い
意
志
が
な

け
れ
ば
で
き
な
い
、
と
思
り
て
い
る
人

が
多
く
い
ま
す
。

コ
ン
ポ
ス
ト
を
貰
っ
て
、
過
剰
包
装

は
断
っ
て
、
ゴ
ミ
の
分
別
を
徹
底
し
、

九
日
成
洗
剤
を
や
め
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
を
使
用
す
る
。
一
度
に
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
を
変
え
る
こ
と
は
な
か
な
か
で
き

ま
せ
ん
。
で
も
、
一
つ
ひ
と
つ
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
な
れ
け
ば
、
か
け
が
え

の
な
い
地
球
を
次
の
世
代
に
引
き
継
げ

』
な
く
な
る
と
己
ろ
ま
で
来
て
い
ま
す
。

電
気
代
が
も
っ
た
い
な
い
の
で
エ
ア

コ
ン
の
使
用
を
な
る
べ
く
控
え
る
こ
と

や
、
缶
ピ

l
ル
を
や
め
て
瓶
ピ

l
ル
に

す
る
こ
と
は
、
特
に
諜
境
問
題
を
怠
識

し
な
く
て
も
、
結
果
的
に
立
派
に
環
境

保
護
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
す
。

人
間
と
環
境
と
の
関
連
に
お
い
て
、

エ
コ
ロ
ジ
ー
(
人
間
生
態
学
)
を
考
慮

し
た
生
情
を
「
エ
コ
ラ
イ
フ
」
と
い
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
八
回
に
分
け
て
、
エ

コ
ラ
イ
フ
を
自
然
に
楽
し
む
コ
ツ
、
知

ら
ず
知
ら
ず
肩
肘
張
ら
ず
、
慣
れ
れ
ば

さ
ら
に
不
必
要
な
も
の
を
切
り
捨
て
る
、

と
い
つ
が
一
生
活
の
方
法
を
紹
介
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

入
は
す
ぐ
止
め
て
も
、
一
五

気
は
案
外
い
い
加
減
に
使
っ
て
い
ま
す
c

テ
レ
ビ
や
部
屋
の
明
か
り
は
、
つ
け
っ

ぱ
な
し
に
し
て
も
水
浸
し
ゃ
火
事
に
な

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
そ
の

聞
に
も
電
気
は
消
費
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ス
イ
ッ
チ
を
切
ら
な
い
電
気
製
品
は
、

閉
め
な
い
ま
ま
の
蛇
U
と
同
じ
」
を
合

言
葉
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
腕
を
磨
き

空
し
よ
う
。

寸
ン
ト

グ
省
エ
ネ
時え
し
て
冷
蔵
庫
d

[
住
ま
い
}

⑦
熱
は
窓
、
尿
、
天
井
や
空
か
ら
出
入

り
す
る
の
で
、
の
カ
ー
テ
ン
、
ブ

ラ
イ
ン
ド
、
断
熱
材
な
ど
で
熱
漏
れ
を

防
ぐ
。
[
冷
騒
房
器
具
]

②
エ
ア
コ
ン
は
、
冷
房
二
十
八
度
、
暖

房
は
二
十
度
を
目
安
に
す
る
。

③
エ
ア
コ
ン
の
フ
ィ
ル
タ
ー
は
、
二
週

間
に
一
度
は
掃
除
す
る
。

④
エ
ア
コ
ン
の
室
外
機
は
、
夏
は
直
射

日
光
を
さ
け
、
L

然
、
は
臼
光
に
当
て
る
よ

う
に
す
る
。

⑤
冷
一
局
は
防
風
機
と
一
緒
に
、
暖
房
は

赤
外
線
放
射
タ
イ
プ
の
暖
房
器
具
と
一

緒
に
使
用
す
る
。

eこ
た
つ
崎
、
掛
け
布
団
敷
き
布
団

に
厚
め
の
上
掛
け
で
低
温
で
使
用
す
る
。

[
冷
蔵
庫
]

⑦
冷
蔵
庫
は
壁
か
ら
離
し
て
、
直
射
日

光
や
コ
ン
ロ
の
熱
が
当
た
ら
な
い
、
涼

し
い
場
所
に
設
置
す
る
。

⑧
冷
蔵
庫
内
に
物
を
詰
め
込
み
過
ぎ
ず
、

内
容
積
の
三
分
の
一
程
度
に
す
る
の

⑨
説
一
一
い
も
の
は
冷
ま
し
て
か
ら
、
水
ト
↑
一
川

の
多
い
も
の
は
密
封
し
て
か
ら
入
れ
る
。

⑩
ド
ア
の
開
聞
は
、
吋
一
弘
午
く
回
数
を
少

な
く
す
る
た
め
、
日
頃
か
ら
庫
内
の
整

理
を
し
て
お
く
。

⑪
ド
ア
パ
ツ
キ
ン
は
、
は
さ
ん
だ
名
刺

が
ず
り
落
ち
な
け
れ
ば
O
K
C

⑫
庫
内
を
冷
や
し
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す

る。[
テ
レ
ビ
]

⑬
見
な
い
テ
レ
ピ
は
す
ぐ
に
消
す
。

合
併
処
理
浄
化
楢

設
置
費
補
勘
金

1
目
標
件
数
達
成

よ
り
受
付
締
岡
野
(
)

四
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
、
合
併
処

理
浄
化
槽
設
曹
費
補
助
金
に
つ
き
ま
し

て
は
、
申
し
込
み
が
予
定
件
数
に
達
し

ま
し
た
の
で
、
本
年
度
の
受
付
を
締
め

切
り
ま
す
。

な
お
、
こ
の
制
度
は
、
平
成
九
年
度

以
降
も
継
続
す
る
予
定
で
す
の
で
、
設

置
を
予
定
し
て
い
て
申
し
込
み
に
間
に

合
わ
な
か
っ
た
方
も
、
来
年
度
以
降
で

あ
れ
ば
補
助
対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
の
で
、
住
宅
改
築
・
新
築
等
の

計
画
を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ーi
l
-
-
!
l
i
l
-
-
l
i
l
i
-
-

↑
「
緑
の
教
室
」
開
催
中
一

一

1
縁

あ

る

環

境

一

一

づ

ぐ

り

の

推

進

に

1
一

一
愛
媛
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一

「

n

み
ど
り
u

へ
の
関
心
を
高
め
て
一

一
い
た
だ
き
、
緑
あ
る
環
境
づ
く
り
一

一
を
推
進
し
て
い
く
た
め
に
、
緑
化
一

一
に
関
す
る
総
合
的
な
知
識
や
技
術
一

一
を
養
う
講
習
会
「
緑
の
教
室
」
を
一

F

開

催

し

て

い

ま

す

。

一

一
対
象
者
は
、
町
内
会
、
婦
人
会
、
一

↑
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
で
、
一

一
概
ね
一
干
人
ま
で
の
団
体
(
グ
ル
1

一

一
プ
)
と
な
っ
て
い
ま
す
Q

一

一
参
加
を
希
望
さ
れ
る
副
体
(
グ
一

一
ル

l
プ
)
の
方
は
、
役
場
経
済
課
一

一
(
盛
五
一
一

i
一
一
一
一
・
伺
一
一
一
↑

一
一
一
一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
↑

一

し

」
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第
三
号
被
保
険
者
の

特
例
届
出
は

す
ま
さ
れ
ま
し
た
か

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
注
所
の

あ
る
二
十
歳
か
ら
六
卜
歳
未
満
の
方
が

必
ず
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん

は
、
国
民
年
金
第
三
号
被
保
険
者
と
し

て
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
な
く
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

種
別
変
克
届
、
種
別
碓
認
屑
を
提
出
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
ω

今
ま
で
は
、
二
年
を
過
ぎ
た
期
間
に

平
成
八
年
度
銃
抱

万
剣
類
の
登
録

一一一一人権作文・年金ほか

平
成
八
年
度
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
鑑

定
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、

所
有
者
(
発
見
者
)
自
身
が
銃
砲
万
剣

類
を
持
参
し
、
登
録
手
続
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

{
日
時
}
毎
月
第
三
水
曜
日
(
祝
日
の

場
合
は
翌
日
)
刀
剣
類
(
午
後
一
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で
)
銃
砲
(
午
後
三
時

か
ら
午
後
四
時
ま
で
)

一
場
所
}
愛
媛
県
生
活
文
化
セ
ン
タ
ー

(
松
山
市
北
持
田
町
二
二
九

l
二
・
官

。
八
九
l
九
三
一
二

1
二
一
一
六
九
)

一
持
参
品
一
①
万
剣
類
発
見
届
出
済
証

②
宅
該
銃
砲
万
剣
類
⑥
手
数
料
一
件
に

つ
い
て
加
入
期
間
と
し
て
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
も
の
が
、
平
成
九
年
コ
一
月
末
ま

で
の
間
に
、
お
住
ま
い
の
市
区
町
村
役

場
の
国
民
年
金
窓
口
で
手
続
き
を
す
る

こ
と
で
、
昭
和
六
十
一
年
凶
月
一
日
以

降
、
該
当
さ
れ
た
時
期
に
遡
っ
て
第
三

号
被
保
険
者
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
け
て
い

る
方
に
つ
い
て
も
、
届
出
を
す
る
こ
と

で
年
金
が
増
額
さ
れ
主
す
。

届
出
期
間
が
残
り
一
年
間
と
な
り
ま

し
た
。
届
出
を
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、

今
す
ぐ
役
場
の
国
民
年
金
窓
口
で
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。

っ
き
五
千
九
百
円
④
印
鑑
⑤
身
分
証
明

書
(
運
転
免
許
証
、
健
康
保
険
証
等
、

本
人
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
も
の
)

一
注
意
}
銃
砲
万
剣
類
は
、
発
見
時
の

状
況
の
ま
ま
で
持
参
す
る
こ
と
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
教
育
委

員
会
文
化
財
保
護
課
(
E
O
八
九
l
九

三
四
l
三
二
二
九
)
ま
で
お
間
合
わ
せ

下
さ
い
。

『

E
目

E
-
B
E
'
a
a
E

，••• 
周

目

四

回

目

園

田

園

田

司

E
E
B
B
-司

E

E

一
ぼ
く
は
、

A
く
ん
と
よ
く
あ
そ
び

一
ま
す
。
ぼ
く
の
家
で
か
く
れ
ん
ぼ
を

一
し
た
り
、
う
さ
ぎ
ご
や
に
入
っ
て
、

一
、
っ
さ
ぎ
を
つ
か
ま
え
た
り
し
ま
す
。

一
で
も
、
ニ
ワ
ト
リ
が
い
る
か
ら
ち
ょ
っ

一
と
あ
ぶ
な
い
で
す
。

一
こ
の
ま
え
、
こ
ん
な
こ
と
が
あ
り

一
ま
し
た
o
A
く
ん
と
、
二
人
で
は
み

…
が
き
の
と
き
、

B
ち
ゃ
ん
に
ぼ
く
が
、

一
「
B
ち
ゃ
ん
が
ぞ
う
に
な
っ
た
。
」

一
と
い
い
ま
し
た
。
は
じ
め
は
じ
よ
う

一
だ
ん
で
し
た
。
そ
れ
か
ら
A
く
ん
が
、

一
「
お
は
か
に
う
め
ら
れ
た
。
」

一
と
い
い
ま
し
た
。
そ
し
た
ら
、

B
ち
ゃ

一
ん
が
な
き
ま
し
た
。
な
き
だ
し
た
と

一
き
に
い
う
の
を
や
め
ま
し
た
。

一
さ
い
し
ょ
は
、
じ
よ
う
だ
ん
だ
っ

一
た
け
ど
、

B
ち
ゃ
ん
は
、
も
の
す
ご

一
〈
な
み
だ
が
で
て
い
ま
し
た
。
ど
う

一
し
て
な
き
よ
る
ん
か
な
あ
。
か
な
し

一
そ
う
だ
な
。
と
、
心
の
中
で
お
も
い

一
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
ぼ
く
と

A
く

一

A
L

一

{

々

回

一

戸

門

川

T

〆司
a
r
m
v
v
ι

一

一

「

J

孔

「きまと「きととも ー「たとた「け「じん
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福祉・農業関係一一一一

「
児
童
手
当
現
況
届
」
は

六
舟
中
に
届
出
を

児
童
手
当
・
特
例
給
付
を
受
け
て
い

る
万
は
、
毎
年
六
月
中
に
「
児
ι
一
堅
手
当

現
況
届
」
を
提
出
し
な
け
れ
ぽ
な
り
ま

せ
ん
。こ
の
届
は
、
毎
年
六
月
一
日
に
お
け

る
状
況
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
児
童

手
当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
に
該
当

す
る
か
ど
う
か
を
確
認
す
る
大
切
な
届

で
す
か
ら
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
屈
が
な
い
と
、
六
月
分
以
降
の

手
当
を
支
給
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場

合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
ご
注
意
'
く

だ
さ
い
。

{
届
出
期
間
}
六
月
一
日
i
六
月
一
二
十

日
一
届
出
場
所
}
役
場
福
祉
課
ま
た
は
各

連
絡
所
な
お
、
「
現
況
届
」
の
用
紙
は
、
役

場
受
付
及
ぴ
各
連
絡
所
に
あ
り
ま
す
。

特
例
を
受
け
ら
れ
る
人
へ

老
人
医
療
の
入
院
時

一
部
負
担
金
減
額

六
月
か
ら
の
入
院
い
い
つ
い
て
、
入
院

時
一
部
負
担
金
の
減
額
認
定
を
受
け
ら

れ
る
方
は
、
役
場
住
民
課
で
子
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
の
開
始
U
は
、
申
請
し
た
日
の

属
す
る
月
の
初
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

六
月
に
入
院
さ
れ
た
場
合
は
、
六
月
中

仁
手
続
き
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
認
定
を
受
け
ら
れ
る
の

は
、
次
の
条
件
に
該
当
し
て
い
る
方
で

す。①
老
齢
福
祉
年
金
を
受
け
て
い
る
人
。

②
老
齢
福
祉
年
金
交
給
者
の
属
す
る
世

帯
で
、
生
計
に
要
す
る
費
用
を
負
担
し

て
い
る
人
(
机
世
帯
主
に
限
ら
ず
、
所
得

金
額
、
課
税
の
扶
養
控
除
、
健
康
保
険

の
扶
養
生
寸
か
ら
町
が
生
計
維
持
者
と
認

定
し
た
者
)
が
町
民
税
を
課
せ
ら
れ
て

い
な
い
こ
と
。

※
手
続
き
に
必
要
な
も
の
マ
国
民
年

金
証
書
マ
健
康
手
帳
、
被
保
険
者
証
マ

印
鑑医
療
費
受
給
者
証
が

新
し
く
本
リ
ま
す

重
度
心
身
時
障
害
者
。
時
子
家
庭

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証

(
身
体
障
害
者
一
・
二
級
)
、
母
子
家
庭

医
療
費
受
給
者
一
訟
の
い
ず
れ
も
、
七
月

一
日
か
ら
新
し
い
も
の
に
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
受
給
者
証
は
、

六
万
三
十
日
で
使
え
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
町
で
は
、
六
月
一
一
十
七
日
に
新
し

い
受
給
者
証
と
の
取
り
替
え
を
行
い
ま

すり
な
お
、
取
り
替
え
を
行
う
際
に
は
、

医
療
受
給
者
証
、
印
鑑
、
保
険
証
を
ご

持
参
の
う
え
、
長
浜
町
体
育
館
で
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

標
準
小
作
料
を
改
訂

今
年
は
、
農
地
の
小
作
料
を
決
め
る

と
き
の
目
安
と
な
る
「
標
単
小
作
料
」

の
改
一
副
年
に
あ
た
り
ま
す
。

農
業
委
員
会
で
は
、
自
然
酌
条
件
及

び
利
用
と
の
条
件
を
勘
案
し
て
必
要
な

区
分
を
し
、
そ
の
日
分
ご
と
に
小
作
料

の
標
準
額
を
改
訂
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
こ
の
「
標
準
小
作
料
」
を

ι安
と
し
て
、
貸
し
手
と
借
り
手
が
十

分
協
議
じ
、
納
得
の
い
く
小
作
料
を
決

め
て
下
き
い
。

詳
し
く
は
、
農
業
委
員
又
は
、
農
業

委
員
会
事
務
局
(
邑
五
二
l
一
一
一
一
・

同
二
一
一
一
)
へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

町
で
は
、
平
成
七
年
度
に
農
業
経
営

基
盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
く
認
定
農
業

者
制
度
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
こ

れ
ま
で
に
町
内
七
地
区
で
説
明
会
を
開

催
し
、
現
在
二
十
三
名
の
方
が
認
定
農

業
者
と
な
り
農
業
経
営
の
改
善
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

認
定
農
業
者
に
な
る
た
め
の
経
営
改

(平成8年3月25日改訂)(10a当り)

農地区分
綜準 :鈴: 2疋i苧三 根 拠
小作科
門
主たる作物水稲/生産量:480kg 

上 田 27‘000 
ほ場整備完了。

田 文ほ とれに準ヒる所で、農業用道路・水路等が整

の 」

備され、 トラクター・コンパインの利用可能な農地。

01 主たる作物水秘/生産景 410kg
19，00 上回より規模・形状がやや劣る所で、耕運機・

バインダーの利用Ilf能な農地o 1~nka I 
主たる作物:水稲/生産量 350kg 

下 田 6.000 ヒ山 中回以外析機械作業が困難叩

主たる作物，甘薯/生産量:2，500kg 

iH! 背通畑 6，000 農業用道路は未繋備であるが使用可能な所で、
耕運機の利用も可能な農地。

の

叶樹国 l主たる作物温州材ん/生産量 2蜘 g12，0 安定期(樹齢2ト 30年生)の樹同地。

長浜町標準小作料善
計
画
の
認
定
申
請
は
、
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
も
こ
れ
に

つ
い
て
の
説
明
会
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
の
で
、
是
非
ご
参
加
下
さ
い
。

一
日
時
一
六
月
二
卜
六
日
(
水
)
午
後

一
時
三
十
分
か
ら

{
場
所
}
J
A
長
浜
本
所

を
支
援
す
る
た
め
の
、
長
浜
町
認
定
農

業
者
支
援
対
策
事
業
を
創
設
し
ま
し
た
。

こ
の
事
業
ほ
、
認
定
農
業
者
が
実
施

す
る
農
地
の
借
り
入
れ
、
買
い
入
れ
、

小
規
模
恭
盤
整
備
、
新
規
作
物
の
導
入

手
に
対
す
る
助
成
や
、
農
業
経
営
基
盤

強
化
資
金
の
利
子
補
給
と
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
役
場
経
済
誌

(
愈
五
二
i
A

一
一
一
・
倒
一
一
一
二
一
三

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

会
議
官
t

ー
認
定
農
業
者
支
援

対
策
事
業
を
創
設

i

町
で
位
、
認
定
農
業
者
の
経
営
改
善
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長
浜
町
中
小
企
業

振
翼
資
金
融
資
条
河
3

規
則
の
改
正

こ
の
条
例
は
、
町
内
中
小
企
業
の
育

成
振
興
を
図
る
も
の
で
、
融
資
額
の
限

度
や
期
間
が
改
正
さ
れ
、
四
月
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

改
正
の
主
な
も
の
は
、
一
融
資
限
度
額

が
、
こ
れ
ま
で
運
転
資
金
百
五
十
万
円
、

設
備
資
金
百
五
十
万
円
だ
っ
た
も
の
が

五
百
万
円
限
度
と
な
り
、
審
査
委
員
会

で
額
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
た
ほ
か
、

融
資
期
聞
が
、
こ
れ
ま
で
運
較
資
金
一

か
年
半
以
内
、
設
情
資
金
=
一
か
年
以
内

計
量
器
検
査
は

定
期
的
に

お知らせ

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
日
程

で
計
量
器
の
定
期
検
査
を
行
い
ま
す
。

取
引
証
明
に
龍
用
す
る
計
量
器
は
、
最

寄
り
の
検
査
場
で
、
必
ず
二
年
に
一
回

検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

検
査
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
計

量
容
器
は
、
「
は
か
り
」
「
自
動
ま
す
」

「
皮
革
面
積
計
」
な
ど
で
す
が
、
検
査

科
は
、
計
量
器
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

の
で
、
当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
病
気
、
旅
行
、
そ
の
他
の
や

む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
、
日
朝
程
表
の

期
間
内
に
受
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
場

だ
っ
た
も
の
が
、
六
0
か
月
以
内
に
改

正
さ
れ
た
こ
と
な
ど
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
関
連
し
て
融
資
審
査

会
規
却
が
改
正
さ
れ
た
ほ
か
、
利
子
及

び
保
証
料
補
給
規
制
が
設
け
ら
れ
、
利

子
補
給
額
は
、
融
資
金
額
に
年
利
一
%

を
乗
じ
て
得
た
金
額
(
延
滞
金
額
に
対

す
る
利
子
や
保
証
料
は
除
く
)
で
、
補

給
期
間
は
、
融
資
を
受
ゆ
だ
月
か
ら
五

か
年
以
内
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
詳
し
く
は
、
長
浜
町
商
工
会

(
宮
五
二

l
O
一
二
二
一
・
樹
三
二
八
三
)

ま
た
は
役
場
経
済
課
(
岱
五
三

l
一一

二
・
併
二
二
三
乙
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
-
下
さ
い
の

合
は
、
役
場
経
済
課
ま
た
は
愛
媛
県
計

量
検
定
所
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。
期

間
中
に
検
査
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
を

届
け
出
た
計
量
器
仁
つ
い
て
は
、

別
に
指
定
す
る
期
日
に
検
査
を
行

い
ま
す
。

ま
た
、
定
期
検
査
を
受
け
ず
に

計
量
器
を
取
引
証
明
に
慣
用
し
た

場
合
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
ま
す
の
で
、
く
れ
ぐ

れ
も
ご
注
意
く
だ
き
い
。

大
型
は
か
り
等
で
、
指
定
検
査

場
に
持
っ
て
こ
ら
れ
な
い
場
合
は
、

事
前
に
役
場
経
済
課
ま
た
は
愛
媛

県
計
量
検
定
所
に
ご
相
談
く
だ
さ

、

v

今
年
も
間
も
な
く
、
梅
雨
の
季
節
を

迎
え
主
す
。
こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
長

雨
や
集
中
豪
雨
に
よ
り
毎
年
各
地
で
土

砂
災
害
が
発
生
し
、
貴
重
な
生
命
財
産

が
失
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
被
害
を
未
然
に
防
ぐ
た
め

に
、
次
の
こ
と
に
十
分
注
意
を
し
ま
し
ょ

①
付
近
の
谷
川
、
水
路
等
を
点
検
し
ゴ

ミ
等
が
あ
れ
ば
取
り
除
い
て
お
き
ま
し
ょ

、つ。②一
家
の
周
囲
に
土
砂
崩
れ
な
ど
の
危
険

箇
所
が
な
い
か
点
検
し
、
あ
れ
ば
早
め

に
改
修
し
ま
し
ょ
う
。

③
万
一
に
備
え
、
避
難
経
路
・
避
難
場

検査日 検査時間 検査場所

7月1日 10 :30~ 11:30 農協喜多灘支所

。一十i一13:00~ 14:00 櫛生連絡所
ク 14:30~15:30 出海連絡所

7月2日 9:30~ 1l :30 白滝連絡所

/; 13:00~ 14:00 大和連絡所

ク 14:30~15:30 豊茂連絡所

7月3日 9:30~15:00 I役場 (本庁)

所
を
決
め
て
お
き
、
非
常
持
、
出
し
用

品
等
を
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

④
天
気
予
報
や
市
町
村
の
災
害
情
報
に

留
意
し
、
早
め
の
避
難
を
心
が
け
ま
し
ょ

、っ。
「
:
i
z
-
-
j
i
-
-昼
i
z
-
-
i
:
!調
1
i
l
a
z
-
-
-
a
i
-
-
-
j
:
一

一
扇
風
機
議
用
品
哲
学
J

自
己
点
検
章
一

一
そ
ろ
そ
ろ
扇
風
機
が
活
躍
す
る
季
ガ
ー
ド
が
変
形
し
て
い
る
ム
ガ
ー
ド
一

一
節
で
す
。
扇
風
機
を
安
全
に
使
、
っ
た
や
羽
根
の
取
り
付
け
が
綾
ん
で
い
る
、
一

一

め

に

、

十

分

な

点

検

を

行

い

ま

し

ょ

な

ど

。

一

一

う

。

こ

れ

ら

を

チ

ェ

ッ

ク

し

た

上

で

ま

一

一
羽
根
が
同
転
し
な
い
、
回
転
が
遅
だ
異
常
が
あ
れ
ば
、
プ
ラ
グ
を
抜
い
一

一
い
・
不
規
則
、
モ
ー
タ
ー
誌
が
熱
い
、
て
使
用
を
中
止
し
て
下
さ
い
o

発

煙

一

一
焦
げ
臭
い
匂
い
や
異
常
な
音
が
す
る
・
:
発
火
の
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
異
一

一
な
ど
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
要
注
意
。
常
を
放
賀
し
た
ま
ま
無
理
に
使
用
す
一

一
次
の
ケ
1
ス
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ム
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
再
使
用
の
一

一
プ
一
フ
グ
が
抜
け
て
い
る
ム
タ
イ
マ
ー
際
に
は
、
必
ず
販
売
居
等
に
ご
相
談
一

一

つ

ま

み

が

「

切

」

に

な

っ

て

い

る

ム

下

さ

い

。

一

一…h
片山一一一

3
E
Z
F一川一

一
明
穐
は

Z
2
1
例
記
二
斗
土
一

一
滋

u
X
H
協
、
つ
主
円
者
容
と
~
た
個
人
一
ア
、
犯
さ
一

誌

が

別

問

聞

に

釧

付

加

日

目

見

L
主一

一
的
思
…

Uhh
年

会

し

の

業

は

月

間

同

日

登

1
習

わ

一

一
一
品
属
片
1

Jヘ
ノ
山
一
少
社
と
フ
事
て

7
静

全

在

、

み

(

合

一

一
胤
ブ
格
品
吉
丈
一
割
問
射
剖
平
松
町
一

一

一

民

主

国

の

を

キ

ま

に

呂

場

対

内

ヤ

申

修

二

十
J
U
2
4
2
1

来

成

流

い

等

I
I
I
-
キ

1
研

へ

一

z
i
r
-
-
:
!
L
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水の事故防止・文芸一一一一

密
航
者
(
)

発
見
に
ご
協
力
を

1
急
増
す
る
集
団
密
航

1

一
折
航
は
、
暴
力
団
ブ
ロ
ー
カ
ー
が
深

く
関
与
し
て
い
ま
す
。
密
航
者
は
上
陸

後
各
地
で
不
法
就
針
し
て
、
暴
力
団
の

活
動
資
金
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
密
航
者
は
、
国
内
で
密
輸
や

凶
悪
事
件
を
起
こ
す
な
ど
日
本
ー
の
治
安

に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り
、
日

本
の
困
益
を
侵
す
v

」
の
重
大
な
犯
罪
を

容
認
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

最
近
は
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
か
ら
の

不
法
就
労
を
目
的
と
し
た
集
団
密
航
事

件
が
、
沖
縄
県
、
山
口
県
等
で
発
生
し

て
い
ま
す
。

特
に
長
浜
町
は
、
海
岸
部
が
長
く
続

い
て
お
り
大
変
上
陸
し
や
す
い
地
形
で

す
。
不
審
な
外
国
人
や
怪
し
い
船
を
見

か
け
た
り
、
話
を
聞
い
た
と
き
は
、
す

ぐ
に
警
察
署
や
交
詐
ま
で
お
知
ら
せ
下

さ
い
Q

子
供
の
水
の
事
故
防
止

1
子
供
の
命
を
守
る

の
は
あ
な
た
で
す

1

本
と
親
し
む
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ
て
来

ま
し
た
。
こ
の
季
節
、
水
辺
は
子
供
の

一
番
の
遊
び
場
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、

そ
こ
で
心
配
と
な
っ
て
く
る
の
が
子
供

の
水
の
事
故
で
す
の

ぷ
の
事
故
か
ら
子
供
を
守
る
の
は
、

大
人
の
役
目
で
す
。

H
配
り
、
気
配
り

で
子
供
を
水
の
事
故
か
ら
ん
寸
り
ま
し
ょ

、つ。す
子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
る

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

①
近
所
の
危
険
な
場
所
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
お
く

⑦
遊
ん
で
は
い
け
な
い
危
険
な
場
所
を
、

し
っ
か
り
子
供
に
言
い
聞
か
せ
る
。

⑦
子
供
た
ち
だ
け
で
水
辺
に
近
づ
か
な

い
よ
う
注
意
し
て
お
く
。

④
子
供
を
水
辺
で
遊
ば
せ
る
時
は
、
必

ず
大
人
が
一
緒
に
つ
い
て
行
き
、
子
供

か
ら
け
を
離
さ
な
い
。

⑤
特
に
乳
幼
児
は
、
風
呂
・
庭
池
e

近

く
の
小
川
な
ど
に
注
意
す
る
。

危
険
な
場
所
で
遊
ん
で
い
る
子
供
を

発
見
し
て
注
意
し
て
も
、
反
発
し
た
り
、

口
応
え
を
し
て
な
か
な
か
一
言
う
こ
と
を

聞
か
な
い
子
供
も
い
ま
す
。
気
長
に
幾

度
と
な
く
注
意
す
る
こ
と
も
必
安
で
す
。

六
二

l
六
一
一
一
一
一
一
)
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

ーュ

1
ジ

ノレ

「
ヘ
ツ

lι一ー品

と
グ

l
v
?

一
日
時
}
平
成
八
年
七
月
二
十
八
日

(
午
後
一
時
三
十
分
i
午
後
三
時
)

{
場
所
]
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館

(
宇
和
町
)

を
明
記
の
う
え
、
次
の
と
こ
ろ
ま
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
(
一
枚
に
つ
き

一
名
有
効
、
先
着
三
百
名
)

一
申
込
期
限
}
七
月
十
川
円
必
着

な
お
、
詳
し
く
は
、
愛
媛
県
歴
史
文

化
博
物
館
(
干
七
九
七
宇
和
町
卯
之

町
四
丁
目
一
一

l
二、

E
O
八
九
四
l

ぷ仏軍¥
fγ前 Ho)γ宮司 l

一
入
場
料
一
無
料

{
申
込
方
法
一
往
復
は
が
き
に
、
公
演

名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号

1
1
1
7
J
1
」

終

の

日

と

な

り

に

し

友

の

腎

の

し

る

き

け

五

年

九

井

佳

苗

画

時

五

世

一

女

一

重

紅

脳

裏

に

酔

つ

太

陽

が

タ

ン

ポ

ポ

の

丘

さ

し

て

い

る

…

金

橋

美

車

智

子

五

年

林

田

雅

弘

ー
長
浜
し
お
さ
い
短
歌
会
H
H

品

作

叩

ψ

田
植
え
す
る
人
の
足
元
あ
ま
が
え
る
一

一
野
に
山
に
桜
が
白
く
化
粧
し
て
白
む

4

U

4

五

年

神

崎

朔

士

一

く

姿

の

花

嫁

思

う

菜

の

花

が

畑

い

っ

ぱ

い

夢

一

世

界

H

長
浜
小
学
校

H

-

品

田

光

子

五

年

鎌

田

瞳

一
だ
ん
ら
ん
の
明
る
き
声
と
笑
い
顔
こ
春
が
来
て
花
が
い
り
ば
い
き
れ
い
だ
な
春
の
風
や
さ
し
か
っ
た
り
お
こ
っ
た
一

一

の

ヰ

せ

を

か

み

し

め

て

居

り

五

年

和

田

幹

春

り

五

年

池

田

千

里

上
川
洋
子
わ
ら
い
声
ひ
ぴ
く
よ
浜
に
し
お
ひ
が
り
春
が
来
た
楽
し
い
こ
と
が
お
こ
り
そ
一

一

タ

光

に

立

ち

し

貴

文

の

肩

の

辺

り

桜

五

年

松

本

伊

代

う

五

年

福

田

真

己

一

拾

ひ

て

春

以

ひ

を

り

こ

い

の

ぼ

り

風

に

ゆ

ら

れ

て

お

よ

い

で

i

一

頼

、

水

砂

代

子

る

五

年

久

保

和

広

弘

毅

一

一

大

い

な

る

世

界

記

長

ひ

と

り

禅

菜

の

花

が

野

原

一

面

真

っ

黄

色

一

¥

多

グ

一

一

寺

の

庭

に

春

の

雪

降

る

五

年

長

尾

佳

奈

正

日

叫

刻

U
叶
謝
H
U

松

田

益

子

き

り

か

ぶ

の

新

芽

ど

ん

ど

ん

の

び

て

い

可

卒

、

一
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#シゲコ喜一一一品君。一

生
活
改
善
濁
暴

鶏
肉
ウ
イ
ン
ダ
ス
テ
イ
ツ

の
酢
醤
油
煮
(
六
5
七
人
分
)

{
材
料
}

寸
鶏
ウ
イ
ン
グ
ス
テ
ィ
ッ
ク

一

十

一

一

j
十
四
本

一

し

よ

う

が

三

O
g

「

に

ん

に

く

二

片

韓
[
油

M
j
Mカ
ッ
プ

一

み

り

ん

冗

カ

ッ

プ

※一

一

漬

け

も

の

酢

対

カ

ッ

プ

「
水

1
カ
ッ
プ

{
作
り
方
}

①
調
味
料
(
※
印
)
を
合
わ
せ
、
薄

切
り
に
し
た
に
ん
に
く
と
、
し
よ
う
が

を
鍋
仁
入
れ
て
煮
立
て
る
。
②
ウ
イ
ン

グ
ス
テ
ィ
ッ
ク
を
①
の
中
に
入
れ
、
て

十
分
位
煮
る
。
③
鍋
か
ら
取
り
出
し
、

季
節
の
野
菜
と
盛
り
合
わ
せ
て
で
き
あ

が
り
。ワ
ン
ポ
イ
ン

t
i
忙
し
い
時
な
ど
、

手
軽
に
で
き
る
も
っ
て
来
い
の
一
品
で

紹介コーナー

A

品
宮

す
。
お
酢
を
使
う
こ
と
に
よ
り
て
、
お

肉
が
柔
ら
か
く
な
り
ま
す
。
ま
た
、
し
よ

う
が
と
に
ん
に
く
に
よ
っ
て
、
肉
臭
さ

が
な
く
な
り
ま
す
。

、予目、e

まちがいさがし

ぐこ〉

さゆっ長浜高校美術部

コ出-
当
部
は
、
長
浜
町
に
お
け
£
男
子
バ

レ
ー
の
中
心
と
し
て
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
主
な
活
動
は
、
肱
川
流
域
の
二
十

五
チ
l
ム
で
行
わ
れ
る
肱
南
リ
1
グ
大

会
及
び
、
週
一
回
(
大
会
前
は
-
一
回
)

の
練
習
で
す
。

大
会
は
、
主
に
大
洲
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
、
練
習
は
、
女
子
の
パ
レ

I
愛

旭
川
者
と
一
緒
に
毎
週
火
曜
日
に
長
浜
小

泉会の皆さん(出海)

吸で明書すJ
さ命))

~一一宇j一切ー上ιJ---

時体育協金男子バレ一部

(バレーポール)

学
校
体
育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
c

以
前

は
、
大
会
で
は
毎
回
優
勝
争
い
の
中
心

だ
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
メ
ン
バ
ー

の
高
齢
化
に
よ
り
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
ワ

て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
年
は
、
強

力
な
新
人
も
加
入
し
て
手
応
え
を
感
じ

て
い
ま
す
。

こ
れ
を
読
ん
で
パ
レ

i
を
し
た
ぐ
な
っ

た
方
は
、
す
ぐ
に
ご
連
絡
T
さ
い
。
私

達
と
楽
し
く
バ
レ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
。

待
っ
て
い
γ
ま
す
。

{
連
絡
先
}
坂
田
憲
昭
f

雷
五
四
1
0

七
一
七
)

一
綜
習
日
}
毎
週
火
曜
日
(
午
後
七
時任

か
ら
九
時
ま
で
)

一
部
員
}
西
内
誠
、
田
中
堅
太
郎
、
菊

地
秀
明
、
細
川
邦
男
、
矢
野
元
茂
、
宇

都
宮
幸
男
、
枯
野
公
信
、
石
山
繁
信
、

松
田
裕
之
、
久
保
嘉
範
、
中
見
彰
英
、

坂
田
憲
昭
、
渡
漫
昭
宣
、
藤
岡
満
一
同
、

城
戸
清
、
村
じ
一
郎
、
浜
田
栄
司
、
菊

地
義
一
、
岩
城
壮

体協男子バレ一部の皆さん(2 ~3 列目)

場
〈コ
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白
滝
で
ゲ
i
ト
ボ
ー
ル
大
会

ー
町
内
愛
好
者
ら
が
交
流
1

四
月
七
日
、
白
滝
で
長
浜
、
今
坊
、

白
滝
地
区
の
ゲ
l
ト
ボ
1
ル
愛
好
者
ら

約
二
十
人
が
参
加
し
て
、
交
流
試
合
が

行
わ
れ
た
。

早
朝
か
ら
の
コ

l
ト
整
備
に
引
き
続

き
試
合
に
臨
ん
だ
参
加
者
は
、
巧
み
な

ス
テ
ィ
ッ
ク
さ
ば
き
を
披
露
し
な
が
ら

ゲ
l
ム
を
楽
し
み
、
心
地
よ
い
春
の
日

差
し
の
中
、
き
わ
や
か
な
汗
を
流
し
親

睦
を
深
め
た
。

地
域
あ
げ
て
の
教
育
を

ー
平
成
八
年
度
教
育
事
始
め
式
1

四
月
十
六
日
、
ふ
れ
あ
い
会
館
で
平

成
八
年
度
教
育
事
始
め
式
が
行
わ
れ
、

町
内
小
・
中
・
高
校
の
教
職
員
を
は
じ地域の魅力について講演される永江さん

め
教
育
関
係
者
ら
約
二
百
五
十
人
が
出

席
し
た
。

新
任
教
職
員
の
紹
介
、
教
育
基
本
方

針
の
発
表
に
引
き
続
き
、
南
海
放
送
の

永
江
孝
子
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る
「
愛

媛
の
魅
力
ア
ラ
カ
ル
ト
」
と
題
し
た
講

演
が
行
わ
れ
、
参
加
者
は
熱
心
に
耳
を

傾
け
て
い
た
。

郵
便
ポ
ス
ト
を
き
れ
い
に

ー
保
育
所
園
児
が
お
掃
除
1

四
月
十
六
日
、
長
浜
保
育
所
園
児
九

名
が
、
長
浜
郵
便
局
前
と
役
場
前
の
郵 ゲートボール交流で親睦を図る愛好者の皆さん

便
ポ
ス
ト
の
清
掃
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
郵
便
ポ
ス
ト
愛
護
週
間

(
四
月
十
四
日
j
二
十
日
)
に
ち
な
ん

で
実
施
さ
れ
た
も
の
で
、
園
児
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
に
持
っ
た
雑
巾
で
ほ
こ
り
を

か
ぶ
っ
た
ポ
ス
ト
の
す
み
ず
み
ま
で
磨

き
上
げ
、
ピ
カ
ピ
カ
に
な
っ
た
真
っ
赤

な
ポ
ス
ト
に
満
足
顔
だ
っ
た
。

餅
ま
き
な
ど
で
賑
わ
う

ー
出
海
ふ
れ
あ
い
祭
り

1

四
月
二
十
九
日
、
出
海
小
学
校
で
第

三
回
出
海
ふ
れ
あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ

た。
こ
の
行
事
は
、
公
民
館
を
始
め
各
種

団
体
が
中
心
と
な
っ
て
二
年
に
一
回
聞

か
れ
て
い
る
も
の
で
、
各
種
バ
ザ
ー
や

趣
味
の
作
品
展
、
猿
ま
わ
し
ゃ
餅
ま
き

な
ど
の
催
し
が
行
わ
れ
、
子
供
か
ら
お

好
試
合
相
次
ぐ

ー
第
六
回
レ
ク
バ
レ
l
大
会

1

いっしょうけんめいポストを磨く長浜保育所園児

五
月
十
二
日
、
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

で
第
六
回
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
か
ら

十
チ
l
ム
約
百
人
が
参
加
し
、
数
々
の

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

結
果
は
、
優
勝
が
長
浜
ク
ラ
ブ
で
、

準
優
勝
ク
ロ
ー
バ
ー
ズ
、
第
三
位
ど
ん

ぐ
り
で
あ
っ
た
。

参
加
者
は
、
心
地
よ
い
汗
を
流
し
な

が
ら
他
チ
l
ム
と
の
交
流
を
深
め
た
。

事

年
寄
り
ま
で
た
く
さ
ん
の
人
で
賑
わ
っ

た。

好プレーが繰り広げ、られたレクバレー大会

後
藤
保
夫
さ
ん

喜
多
郡
町
村
教
育
委
員
会

連
合
会
長
表
彰

餅まきでフィナーレとなった出海ふれあい祭り

四
月
九
日
、
大
洲
市
で
喜
多
郡
町
村

教
育
委
員
会
の
表
彰
伝
達
式
が
行
わ
れ
、

戒
川
の
後
藤
保
夫
さ
ん
(
六
八
)
は
、

長
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
十
二

年
以
上
在
任
し
、
喜
多
郡
教
育
の
振
興

に
寄
与
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
喜
多
郡

町
村
教
育
委
員
会
連
合
会
長
よ
り
表
彰

さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
後
藤
さ
ん
は
、
平
成
七
年
八

月
に
愛
媛
県
市
町
村
教
育
委
員
会
連
合

会
長
表
彰
も
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。
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叶
本
勲
子
さ

総
務
庁
長
官
表
彰

平
成
七
年
国
勢
調
査
に
お
い
て
、
各

種
統
計
調
査
の
経
験
を
基
に
指
導
員
と

し
て
そ
の
業
務
に
従
事
し
、
功
績
が
あ
っ

た
こ
と
に
よ
り
、
白
滝
の
叶
本
勲
子
さ

ん
(
四
九
)
が
総
務
庁
長
官
表
彰
を
受

賞
さ
れ
、
四
月
二
十
五
日
、
役
場
町
長

室
に
お
い
て
、
日
田
助
役
よ
り
そ
の
表

彰
状
と
副
賞
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

長
浜
の
子
ど
も
を

み
ん
な
で
育
て
る
会

防
犯
功
労
団
体
で
表
彰

五
月
七
円
、
大
洲
市
で
聞
か
れ
た
平

成
八
年
度
大
洲
地
区
防
犯
協
会
総
会
に

一一一一表彰・一歳ですほか

ゃん(長浜)

さとみ

中

お
い
て
、
長
浜
の

f
ど
も
を
み
ん
な
で

育
て
る
会
(
山
中
高
光
会
長
)
が
、
日

頃
の
活
動
で
防
犯
運
動
に
功
績
が
あ
ヲ

た
と
し
て
、
大
洲
地
以
防
犯
協
会
長
。

大
洲
警
察
岩
長
の
連
名
表
彰
考
会
け
ら

れ
ま
し
売
コ

自国助役より賞状を受り取られる日十本さん

下
哲
平
君
ら
優
勝

5
沖
浦
観
音
少
年
剣
道
大
会

1

四
月
十
七
日
、
沖
浦
保
育
所
で
第
九

回
沖
浦
観
音
奉
納
少
年
剣
道
大
会
が
行

わ
れ
、
町
内
の
小
学
生
約
二
一
十
人
が
参

加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
い

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

世
学
年
の
部

一
優
勝
}
松
下

一
準
優
勝
一
清
水

一
第
三
位
一
大
石

高
学
年
の
部

{
優
勝
一
谷
口

一
準
優
勝
}
泉
田

{
第
三
位
}
西
田

女
子
の
部

{
優
勝
]
松
岡

一
準
優
勝
一
稲
田

一
第
二
一
位
一
大
石

哲
平
(
長
浜
小
)

良
太
(
櫛
生
小
)

信
彦
(
大
和
小
)

典憲
正 77-匠

大大大
手11利i手U
ノトノトノj、

葉
寸
(
ト
八
和
小
)

千
裕
(
大
和
小
)

恭
未
(
大
和
小
)

敵
中
開
君
ら
優
勝

ー
小
野
地
蔵
祭
り
子
供
相
撲
大
会

s

四
月
二
十
四
日
、
白
滝
で
小
野
地
蔵

祭
り
奉
納
子
供
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
、

白
滝
、
戒
川
、
柴
小
学
校
の
男
子
児
市
一

四
十
四
人
が
参
加
し
、
熱
戦
を
繰
り
広

げ
ま
し
た
。

な
お
、
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
年
の
部

{
優
勝
一
畝
中

{
二
位
一
徳
山

一
三
位
}
矢
野

二
年
の
部

一
優
勝
}
徳
田

一
一
一
位
}
福
原

一
二
位
}
柿
見

三
年
の
部

一
優
勝
}
山
本
和
明
(
白
滝
小
)

{
二
位
}
清
水
広
樹
(
柴
小
)

{
三
位
一
松
岡
佑
太
朗
(
白
滝
小
)

四
年
の
部

{
優
勝
}
酒
井
仁
志
(
白
滝
小
)

一
二
位
}
宇
都
宮
悠
一
(
戒
川
小
)

で
一
一
位
}
山
本
克
彦
(
柴
小
)

五
年
の
部

一
優
勝
}
寵
一
元
裕
(
柴
小
)

{
二
位
}
高
橋
芳
一
(
柴
小
)

一
三
位
}
瀧
川
哲
志
(
白
滝
小
)

六
年
の
部

{
優
勝
]
山
中
伸
也
(
柴
小
)

{
二
位
一
束
恵
一
(
白
滝
小
)

一
一
二
伶
一
門
田
裕
介
(
白
滝
小
)

一
一
一
人
抜
き
優
勝
者

三
年
i
徳
山
広
樹
(
柴
小
)

四
年
:
酒
井
仁
志
(
白
滝
小
)

4
年
:
瀧
川
哲
志
(
白
滝
小
)

六
年
i
山
中
伸
也
(
柴
小
)

五
人
掠
き
優
勝
者

四
年
:
人
)
都
宮
悠
一
(
戒
川
小
)

五
年
・
:
窪
一
川
裕
(
柴
小
)

六
年
・
:
山
中
伸
也
(
柴
小
)

剛
(
白
滝
小
)

百
二
白
滝
小
)

雅
之
(
白
滝
小
)

孔
平
(
白
滝
小
)

政
成
(
白
滝
小
)

大
和
(
白
滝
小
)

八
年
度
広
報
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱

ー
み
な
さ
ん
の
声
を
町
政
に

1

五
月
一
目
、
役
場
二
階
会
議
室
で
平

成
八
年
度
広
報
モ
ニ
タ
ー
委
嘱
式
を
行

い
ま
し
た
。

広
報
モ
ニ
タ
ー
制
度
は
、
町
民
の
方

十
人
に
モ
ニ
タ
ー
を
委
嘱
し
て
率
直
な

意
見
、
要
望
等
の
ご
提
言
を
頂
き
、
こ

れ
ら
を
町
政
や
広
報
な
が
は
ま
に
反
映

さ
せ
な
が
ら
、
適
正
で
効
果
的
な
業
務

の
推
進
を
図
る
も
の
で
す
。

な
お
、
委
嘱
し
た
広
報
モ
ニ
タ
ー
の

皆
さ
ん
は
次
の
方
々
で
す
り
(
敬
称
略
)

兵
頭
信
男
(
長
浜
)
由
形
晴
夫
(
長
浜
)

漬
江
仁
美
(
沖
浦
)
東
幸
美
(
人
f

坊
)

大
本
裕
子
(
櫛
生
)
木
村
三
智
子
(
山
川

海
)
二
宮
富
子
(
穂
積
)
増
田
吉
邦

(
豊
茂
)
鎌
田
充
(
白
滝
)
山
中
高
光

(
柴
)

委嘱された広報モニターの皆さん

いしブロすこい
ねて気くれと美
。くにすかのし
だ成く手願し、寸

( さ長とへい Jし、 i
ををEχ; 

薗臨醐何一一--酒田lIII''.'--~;.;'~_{'，込持 l
E 品購轟轟置襲撃 i現めち i
麓繍欄園田園圃翻号、て

一 饗鱒欝彊圃圃罷璽冨襲撃とシ 「郷 i
さ 欝饗議彊盟醸襲撃朝藤義妻、 十美土;
んヶ議長里を;

議襲撃滋 」 愛 E 

i ノ 護 巳寸とす
母 饗警欝名る
11 ょ 今;誇付人
千 i 竺 蓄量~に

岱 L 三三驚 t 雪
E Z:乙 ヰも選弓乏
:)平成7年6月17日生まれ じ E
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(和岸本印刷

窪

憲
一
さ
ん

H

自
然
の
四
季
写
真
展
H

印刷

ふ
れ
あ
い
会
館
で
は
、
「
窪
憲
一
氏

砂自
然
の
四
季
写
真
展
。
」
と
題
し
て
、

白
滝
の
窪
憲
一
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
撮

り
続
け
て
こ
ら
れ
た
写
真
の
う
ち
、
花

や
風
景
な
ど
四
季
折
々
の
自
然
の
姿
を

平成8年 6月1日発行

議綴線量際趨落率察獲磯議議j

防衛庁では、平成八年度

自衛官 (曹候補士)を募集

します。

【応募資格]18歳以上27歳
未満の男女

【受付期間】

月 9日

【給与】初任給15万 8千 8
百円。期末、勤勉手当の他、

各種手当てを各勤務条件に

よって支給。

【衣食住】食事、宿舎費無

料のほか、被服等も全て無

料で支給。

【手当】 詳しくは、役場

または自衛隊大洲募集事務

所(宮24-4123)までお問
い合わせ下さい。

平成8年 6月号広報ながはま

8月 1日-9

見
事
に
と
ら
え
た
作
品
な
ど
、
約
五
十

点
を
展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ん
、
ご
近
所
お
誘
い
の
う
え
是

非
ご
来
館
下
さ
い
。

一
期
日
}
六
月
十
八
日
l
三
十
日
(
午

前
九
時
か
ら
午
後
五
時
)

一
場
所
}
ふ
れ
あ
い
会
館

な
お
、
詳
し
く
は
、
ふ
れ
あ
い
会
館

(
宮
五
二
l
一
一一一

0
・
嗣
二
九
二
一
)

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

匂P
結

婚

イ主 4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

氏

出

海

室
戸
市

戸斤

山村

脇本

名

桂

久

久
鯉
子

お
誕
生
お
め
で
と
う
H

4
月
届
出
分

(
敬
称
略
)

住
所
保
護
者
氏
名
続
柄

白長

海海浜生滝滝浜

中米大柴船水上
伊田野田田招田

久世雅直信裕典
喜輝司樹介司史

三
男
二
女
長
女
長
男
長
女
二
女
長
女

お
〈
や
み

4
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

!尼
名

出櫛下長豊長豊長長長大長豊長須白
須

浜滝海生戒浜茂浜茂浜浜浜越浜茂浜沢滝

亀岡吉流中田一宮菊田瀧高林池河平加松
井 井込見淵藤岡地淵野崎 回目田納岡
ヲ久 マツ喜市サ寅
五キ元美正頼な岩克敬サリ代之正ダ五梅
郎ヱ徳夫直彦つ吉孝二コエ 子 助春 子 郎若

(
六
七
)

(八
九
)

(八
六
)

(七
O
)

(
七
八
)

(八

O
)

(八
四
)

(人

O
)

(
五
人
)

(
七
六
)

(六
八
)

(八
九
)

(
四
九
)

(七一
二
)

(
八
五
)

(
八
こ

(九
一ニ)

(
八
九
)

さみだれ

をE蕉の匂に「五月雨をあつめて
もがみがわ

早し最上}IIJ という句がある。

「五月雨」は梅雨だから今の 6-

7月に当たる。

この句は、曽良の「奥の細道随

行日記」では、元禄2年 5月28日

より 30日まで大石田高野平右衛門

(俳号一栄)宅に滞在したとき催

した歌仙で、「五月雨を集めて涼
ほっく

し最上}IIJ と芭蕉が発句したのに

対し、一栄が「岸にほたるをつな

ぐ舟杭」と付けたとある。後に、

芭蕉は『おくの細道』を書いた時

この匂を入れ、何度も推離した末
，、て?

「最上川はみちの くより出て、山
みなかみ

形を水上とす。 ごてん、はやぶさ、
いう あ り

など云おそろしき難所有。板敷山
なが きかた

の北を流れて、果ては酒田の海に
いる たち

入(中略)仙人堂岸に臨て立、水

みなぎって舟あやうし。」 の詞文

の後に「五月雨をあつめて早し最

上川」としたのであろう。この項
ょ

の直前に、立石寺で詠んだ有名な
いる

「聞きや岩にしみ入蝉の聾」が有

る。

歌仙が巻かれたのは、曽良の随

行日記によれば5月30日で、日記
〈もりたつのこ〈 はる お わ り その

には「朝曇辰刻晴歌仙終翁其遁へ
あそばれ いでらる

被遊帰口モ被出」とあって、長雨

が久々に上がってほっとした芭蕉

は、何度か外出した模様である。

梅雨はう っ とうしいが、無けれ

ば、夏水不足で難渋する。 自然の

摂理には感謝すべきであろう。

出出長櫛白

ムd 
樹 =美み明野口字育室里り真主
里 り歩ほ子こ樹き衣ぃ菜な也ゃ

長白

的……
…
磯
醸
暢
覇
ww
一

寄
せ
て
い
た
だ
い
た
記
事
を
ま
と
め

て
誤
字
脱
字
を
チ

ェ
ッ
ク
。
百
ペ
ー
ジ

余
り
の
原
稿
を
、
行
を
数
え
て
割
り
付

け
し
て
見
る
と
こ
れ
が
入
り
き
ら
な
い
。

ど
う
し
よ
う・
:
。
そ
ん
な
こ
ん
な
で
何

と
か
二
作
目
が
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
喜
び
の
一
方
、
広
報
モ
ニ
タ
ー
さ

ん
か
ら
の
ご
提
言
に
目
を
通
す
た
び
、

新
た
な
反
省
材
料
に
頭
を
抱
え
て
い
る

今
日
こ
の
頃
で
す
。

こ
の
広
報
が
皆
さ
ん
の
お
手
元
に
届

く
頃
に
は
、
町
内
各
所
の
あ
じ
さ
い
も

見
事
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
梅
雨
を
迎
え
、
す
っ

き
り
し
な
い
お
天
気
が
続
く
わ
け
で
す

が、

気
持
ち
は
い

つ
も
明
る
く
晴
れ
晴

れ
と
?
努
め
て
頑
張
り
た
い
も
の
で
す
。

(
や
)

数

人口をふやしましょう

4月 末 現在 前月との比較

10，599人 15人減
人 口 (男 4，985人) (男12人減)

女 5，614人 女 3人減

世帯数 3，726世帯 6世帯増

帯世口人


